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1．序論

　文献を調査するには、媒体そのものを調べる方法と
データベースを検索する方法がある。近年、文献量の
増加にともない、網羅的で迅速な収集にはデータベー
スを用いることが多くなった。文献の書誌情報を検索
できるデータベースを文献データベースとよび、引用
文献をも検索できるデータベースを引用索引データ
ベースとよぶ。代表的な雑誌の文献・引用索引データ
ベースには、科学技術振興機構のJ Dream II、国立国
会図書館の雑誌記事索引、国立国語研究所の日本語研
究・日本語教育文献データベースなど、引用索引デー
タベースには国立情報学研究所のCiNii Articles、米国
国立医学図書館のPubMed、トムソン・ロイターの
Web of Science、エルゼビア・ジャパンのScoupus、グー

グルのGoogle Scholar他、多種多様なデータベースが
存在する。
　これらのデータベースのなかで、大学の研究を評価
す る 指 標 に 比 較 的 多 く 用 い ら れ る の が、Web of 
Scienceに 収 録 さ れ て い るScience Citation Index 
Expanded（SCI） 等 で あ る。Moedら[1]、Van den 
Bergheら[2]、Noyonsら[3]など、多くの研究者がSCIを
大学の研究評価に用いている。正確な結果を得るため
には、正確に記録されたデータと厳密な手順で実施さ
れた分析が必須である。ところが、分析に用いる文献
の情報には揺らぎがあり一意に定まらないことがある。
揺らぎ情報を同定識別することを名寄せとよぶが、名
寄せされていないデータを用いて分析した結果が正確
であると保証されない。
　本研究の目的は、大学の名称の異なりを分析し誤記
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であれば、その原因を考察する。

2．方法

2．1対象
　引用索引データベースには、自然科学の学術雑誌を
広 範 囲 に 収 録 し たThomson Reuters社 のWeb of 
ScienceのScience Citation Index Expanded（SCI）を
用いた。本研究では天文学と材料学の2分野から、各4
誌の2005年に掲載された文献、および、その文献を引
用した文献を抽出した。これらの文献の国名が日本と
記録された16,482件の所属機関を対象とする。

2．2著者所属機関情報
　SCIの文献の著者所属機関の情報は、ORG、DEPT、
LAB、SECT、CITY、PROVINCE、STATE、ZIP_
CODE、COUNTRYの各フィールドに収められている。
機関種が大学であるならば、大学の名称はORG、学部・
部署はDEPT、研究所・研究室はLAB、部門はSECT、
所在地の情報は市がCITY、地方がPROVINCE、州が
STATE、郵便番号がZIP_CODE、国がCOUNTRYで
ある。

2．3大学情報
　 大 学 名 称 の 典 拠 に は、 国 連 教 育 科 学 文 化 機 関

（（UNESCO） の 下 に 設 立 さ れ た 国 際 大 学 協 会
（International Association of Universities）が編纂した
世界の高等教育機関データベース（World Higher 
Education Database: WHED）を用いた。

3．結果

3．1名称の誤記
　SCIのORGに記録された文字と、オリジナル文献も
しくは、出版社のデータベースに記載された著者所属
機関情報（部署、機関、所在地、郵便番号、国等で構
成されている。以下、機関情報とよぶ。）を照合し、誤
記のパターンの識別と原因を検討する。

（1）単語のつづりの誤り
　大学名称に用いられた単語のつづりを誤って記録さ
れたORG、機関情報とその状況を示す。
・Hokkai Gaukuen Univ
　 原 文 献iの 機 関 情 報 は、Faculty of Engineering, 
Hokkai-Gaukuen University, Toyohira-ku, Sapporo 
062-8605, Japanとある。機関は北海学園大学（Hokkai-
Gakuen University）であるが、Gakuenのuが一文字多
い。ORGはHokkai Gakuen Univと記録するのが適切で
ある。
・Kougakuin Univ

　原文献iiの機関情報は、Kougakuin University, 2665-
1, Nakano-cho, Hachioji, Tokyo 192-0015, Japanである。
機関は工学院大学（Kogakuin University）であるが、
Kogakuin にuが一文字多い。ORGはKogakuin Univと
記録するのが適切である。
・Osaka Samgyo Univ
　原文献iiiの機関情報は、College of General Education, 
Osaka Sangyo University, 3-1-1, Nakagaito, Daito, 
Osaka 574-8530, Japanである。機関は大阪産業大学

（Osaka Sangyo University）であるが、Sangyo のnが
mに置き換わったSamgyoが記録されている。ORGは
Osaka Sangyoと記録するのが適切である。
・Konsai Univ
　原文献ivの機関情報は、Department of Chemical, 
Energy and Environmental Engineering, Kansai 
University, Suita 564-8680, Japanである。機関は関西
大学（Kansai University）であるが、Kansai の一つ目
のaがoに置き換わる。ORGはKansai Univと記録する
のが適切である。
・Ibraki Prefectural Univ Hlth Sci
　 原 文 献vの 機 関 情 報 は、Ibaraki Prefectural 
University of Health Sciences, Ami, Ibaraki 300-0394, 
Japanである。機関は茨城県立医療大学（Ibaraki 
Prefectural University of Health Sciences）であるが、
Ibarakiのaが欠落している。ORGはIbaraki Prefectural 
Univ Hlth Sciと記録するのが適切である。
・Shophia Univ
 原 文 献viの 機 関 情 報 は、Department of Physics, 
Shophia University, Chiyoda-ku, Tokyo 102-8554, 
Japanである。機関は上智大学（Sophia University）
であるが、Sophiaのhを一文字多い。ORGはSophia 
Univと記録するのが適切である。
・Tokio Inst Technol
　 原 文 献viiの 機 関 情 報 は、Tokio Institute of 
Technology, Meguro, Tokio, 152-8551, Japanと記され
ている。機関は東京工業大学（Tokyo Institute of 
Technology）であるが、Tokyoのyがiに置き換わる。
ORGはTokyo Inst Technolと記録するのが適切であ
る。
・Univ Tokvo
　原文献viiiの機関情報は、Institute of Engineering 
Innovation, The University of Tokyo, Tokyo 113-8656, 
Japanである。機関は東京大学（The University of 
Tokyo）であるが、Tokyoのyがvに置き換わる。ORG
はUniv Tokyoと記録するのが適切である。

（2）単語の順序の誤り
　大学名称に用いられている単語の順序を誤って記録
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されたORG、機関情報とその状況を示す。
・Univ Shizuoka
　Wiley Online Libraryによれば、文献ixの機関情報は、
Department of Analytical Chemistry, School of 
Pharmaceutical Sciences and COE Program in the 
21st Century, University of Shizuoka, Shizuoka, Japan
である。機関は静岡大学（Shizuoka University）であ
るが、Univ とShizuokaの順序が逆である。ORGは
Shizuoka Univと記録するのが適切である。
・Univ Shizuoka
　原文献xの機関情報は、Department of Chemistry, 
Shizuoka University, 836 Ohya, Shizuoka, Shizuoka 
422-8529, Japanである。機関は静岡大学（Shizuoka 
University）であるが、Univ とShizuokaの順序が逆で
ある。ORGはShizuoka Univと記録するのが適切であ
る。
・Univ Shizuoka
　Wiley Online Libraryによれば、文献xiの機関情報は、
School of Pharmaceutical Sciences, University of 
Shizuoka, 52-1 Yada, Shizuoka 422-8526, Japanである。
機関は静岡大学（Shizuoka University）であるが、
Univ とShizuokaの順序が逆である。ORGはShizuoka 
Univと記録するのが適切である。
・Univ Shizuoka
　原文献xiiの機関情報は、Department of Systems 
Engineering, Shizuoka University, Hamamatsu, 
Shizuoka 432-8561, Japanである。機関は静岡大学

（Shizuoka University）であるが、Univ とShizuokaの
順序が逆である。ORGはShizuoka Univと記録するの
が適切である。
・Univ Shizuoka
　Wiley Online Libraryによれば、文献xiiiの機関情報は、
Division of Bio-Analytical Chemistry, School of 
Pharmaceutical Sciences, University of Shizuoka, 52-1 
Yada, Shizuoka 422-8526, Japanである。機関は静岡大
学（Shizuoka University）であるが、Univ とShizuoka
の順序が逆である。ORGはShizuoka Univと記録する
のが適切である。
・Yamanashi Univ
　Wiley Online Libraryによれば、文献xiv xvの機関機関
情報は、Clean Energy Research Center, University of 
Yamanashi, 4 Takeda, Kofu, Yamanashi 4008510, 
Japanと、Interdisciplinary Graduate School of 
Medicine and Engineering, University of Yamanashi, 
4-4-37 Takeda, Kofu, 400-8511（Japan）である。機関は
山梨大学（University of Yamanashi）であるが、Univ
とYamanashiの 順 序 が 逆 で あ る。ORGはUniv 
Yamanashiと記録するのが適切である。

（3）単語の欠落
　大学名称に用いられている単語が欠落したまま記録
されたORG、機関情報とその状況を示す。
・Adv Inst Sci & Technol
　J-STAGEにあるThe Chemical Society of Japanによ
れば、文献xviの機関情報は、Advanced Institute of 
Science and Technology（JAIST）である。機関は北
陸先端科学技術大学院大学（Japan Advanced Institute 
of Science and Technology）あるが、Japanが欠落し
ている。ORGはJapan Adv Inst Sci & Technolと記録
するのが適切である。
・Inst Technol
　原文献xviiの機関情報は、Department of Electronic 
Chemistry, Interdisciplinary Graduate School of 
Science and Engineering, Tokyo and Institute of 
Technology, Nagatsuta, Midori-ku, Yokohama 226-
8502, Japanで あ る。 機 関 は 東 京 工 業 大 学（Tokyo 
Institute of Technology）であるが、TokyoとInstitute 
の間にandが挿入され、前後が改行されている。同文
献は単著で所属機関が1機関にも関わらず、SCIでは2
機関で登録されている。Department of Electronic 
Chemistry, Interdisciplinary Graduate School of 
Science and Engineering, Tokyoまでをひとつの機関、
Institute of Technology, Nagatsuta, Midori-ku, 
Yokohama 226-8502, Japanまでをひとつの機関に判断
したためである。ORGはTokyo Inst Technolと記録す
るのが適切である。
・Tokyo Tech
　 原 文 献xviii xixの 機 関 情 報 は、Tokyo Tech, 2-12-1 
O-okayama, Tokyo 152-8551, Japan お よ び、
Department o f Phys ics , Tokyo Tech , 2-12-1 
Ookayama, Meguro-ku, Tokyo 152-8551である。機関
は東京工業大学（Tokyo Institute of Technology）で
あるが、Inst が欠落している。ORGはTokyo Inst 
Technolと記録するのが適切である。
・Tokyo Metropolitan Coll Aeronaut
　 原 文 献xx xxiの 機 関 情 報 は、Tokyo Metropolitan 
College of Aeronautics, Tokyo 116-8523, Japanである。
機関は東京都立航空工業高専（現在は東京都立産業技
術高等専門学校に統合）（Tokyo Metropolitan College 
of Aeronautical Engineering）であるが、Engnが欠落
している。ORGはTokyo Metropolitan Coll Aeronaut 
Engnと記録するのが適切である。
・Yamanashi Univ
　原文献xxiiの機関情報は、Faculty of Management 
Information, Yamanashi Gakuin University, Kofu, 
Yamanashi 400-8575, Japanである。機関は山梨大学

（University of Yamanashi）の誤記のように見えるが、
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所在地と郵便番号から山梨学院大学（Yamanashi 
Gakuin University）であることが分かる。単語が欠落
したことにより、別の大学ともとれる表記になった。
ORGはYamanashi Gakuin Univと記録するのが適切で
ある。

（4）単語の付加
　大学名称に不要な単語が付加して記録されたORG、
機関情報とその状況を示す。
・Kinki Univ Kyushu
　ACS Publications Home Pageによれば、文献xxiiiの機
関 情 報 は、Department of Biological and 
Environmental Chemistry, Kinki University-Kyushu, 
11-6 Kayanomori, Iizuka 820-8555, Japanである。機関
は近畿大学（Kinki University）であるが、産業理工学
部生物環境化学科の所在地を示すKyushu（九州）が文
献に表記されている。ORGはKinki Univ と記録するの
が適切である。
・Hiroshima Univ Higashihiroshima
　原文献xxivの機関情報は、Graduate School of Science, 
Hiroshima University Higashi-Hiroshima 739-5826, 
Japanである。機関は広島大学（Hiroshima University）
であるが、所在地の東広島（Higashi-hiroshima）のハ
イ フ ォ ン を 削 除 し 一 単 語 が 加 え ら れ た
Higashihiroshimaが記録されている。ORGはHiroshima 
Univと記録するのが適切である。
・Kansai Univ Suita
　Wiley Online Libraryによれば、文献xxvの機関情報は、
Department of Chemistry and Materials Engineering 
Faculty of Chemistry, Materials and Bioengineering, 
Kansai University Suita, Osaka 564-8680（Japan）であ
る。機関は関西大学（Kansai University）であるが、
所在地のSuita（吹田）を名称に誤って付記している。
ORGはKansai Univと記録するのが適切である。
・Kyoto Univ A1 326
　American Physical Society Sitesによれば、文献xxviの
機関情報は、Department of Electronic Science and 
Engineering, Kyoto University A1-326, Katsura, 
Nishikyo, Kyoto 615-8510, Japanである。機関は京都大
学（Kyoto University）であるが、直後のA1 326（京都
大学桂キャンパス電子材料物性研究室のA1棟326号室）
が名称に含め記録されている。ORGはKyoto Univ と
記録するのが適切である。
・Kyoto Univ Katsura
　Wiley Online Libraryによれば、文献xxvii xxviiiの機関情
報は、Department of Material Chemistry, Graduate 
School of Engineering, Kyoto University, Kyoto 
University Katsura, Nishikyo-ku, Kyoto 615-8510

（Japan）である。機関は京都大学（Kyoto University）
であるが、キャンパスの名称である Katsura（桂）が
名称に含め記録されている。ORGはKyoto Univと記録
するのが適切である。
・Kyushu Univ 87
　 原 文 献xxixの 機 関 情 報 は、Research Institute for 
Applied Mechanics, Kyushu University 87, Kasuga 
816-8580, Japanである。機関は九州大学応用力学研究
所（RIAM, Kyushu University）なので、他に記録さ
れた例にならえば、ORGがKyushu Univで、DEPTに
RIAMを記す方が適切である。ORGはKyushu Univと
記録するのが適切である。
・Toyohashi Univ Technol Elect & Elect Engn
　ElsevierのScience Directによれば、文献xxxの機関情
報 は、Toyohashi University of Technology, 1-1 
Hibarigaoka, Tempaku, Toyohashi 441-8580, Japanで
ある。機関は豊橋技術科学大学（Toyohashi University 
of Technology）であるが、Elect & Elect Engn（電気・
電子情報工学課程・専攻）がORGに付加された理由は
不明である。DEPTに所在地情報の天伯（Tempaku）
が登録されているが、Elect & Elect Engn（電気・電
子情報工学課程・専攻）を登録するのが適切である。
ORGはToyohashi Univ Technolと記録するのが適切で
ある。

（5）異なる単語
　大学名称に異なる単語が付加して記録されたORG、
機関情報とその状況を示す。
・Grad Univ Adv Study
　原文献xxxiの機関情報は、National Astronomical 
Observatory and Graduate University for Advanced 
Study, 2-21-1 Osawa, Mitaka, Tokyo 181-8588, Japanで
ある。機関は国立天文台にある総合研究大学院大学

（The Graduate University for Advanced Studies）で
あるが、文献にStudyが記録されためである。ORGは
Grad Univ Adv Studiesと記録するのが適切である。
・Grad Univ Adv Study
　 原 文 献xxxiiの 機 関 情 報 は、Mizusawa VERA 
observatory, National Astronomical observatory of 
Japan, Graduate University for Advanced Study, 
Mitaka, Tokyo 181-8588である。機関は国立天文台に
ある総合研究大学院大学（The Graduate University 
for Advanced Studies）であるが、文献にStudyと示さ
れている。ORGはGrad Univ Adv Studiesと記録する
のが適切である。
・Grad Univ Adv Sci
　原文献xxxiiiの機関情報は、Graduate University of 
Advanced Science, 2-21-1 Osawa, Mitaka, Tokyo 181-
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8588, Japanである。機関は総合研究大学院大学（The 
Graduate University for Advanced Studies）であるが、
文献ではforがof、StudiesがScienceに置き換わってい
る。そのため、ORGの表記にStudiesとすべきところが、
Scienceの短縮形のSciと表記された。ORGはGrad Univ 
Adv Studiesと記録するのが適切である。
・Nippon Med Coll
　原文献xxxivの機関情報は、Nippon Medical School, 
2-297-2 Kosugicho, Nakahara, Kawasaki, Kanagawa 
211-0063 Japanである。機関は日本医科大学（Nippon 
Medical School）であるが、SchをCollに置き換えて記
されている。ORGはNippon Med Schと記録するのが
適切である。

（6）単語の合成の誤り
　大学名称に付与されているハイフォンを削除したと
き、間に空白を挿入しなかったため、2単語が1単語で
記録されたORG、機関情報とその状況を示す。
・HokkaiGakuen Univ
　原文献xxxvの機関情報は、Faculty of Engineering, 
Hokkai-Gakuen University, Toyohira-ku, Sapporo 062-
8605, Japan. である。機関は北海学園大学（Hokkai-
Gakuen University）であるが、ハイフォンを削除しス
ペースを付けず一単語にしたHokkaiGakuenを記録し
ている。ORGはHokkai Gakuen Univと記録するのが適
切である。

（7）部署の記録
　大学名称に大学院や学部などの部署が記録された
ORG、機関情報とその状況を示す。
・Grad Sch Engn
　ElsevierのScience Directによれば、文献xxxviの機関情
報は、Department of Environmental Technology and 
Urban Planning, Graduate School of Engineering, 
Gokiso-cho, Showa-ku, Nagoya, 466-8555, Japanと、
Department of Frontier Materials, Graduate School of 
Engineering, Gokiso-cho, Showa-ku, Nagoya, 466-8555, 
Japanであるが、大学の名称が欠落している。機関は
名 古 屋 工 業 大 学 大 学 院（Graduate School of 
Engineering, Nagoya Institute of Technology）である
ことが、所在地から判明する。他に記載された例にな
らえば、ORGにはNagoya Inst Technolを、DEPTには
Grad Sch Engnを記録するのが統一的である。
・Dept Chem Engn
　ElsevierのScience Directによれば、文献xxxviiの機関情
報は、Department of Chemical Engineering, Iwate 
University, Iwate 020-8551, Japanである。機関は岩手
大 学（Iwate University） で あ る が、 応 用 化 学 科

（Department of Chemical Engineering）の略語のDept 
Chem Engnを記録している。他に記載された例になら
えば、ORGにはIwate Univ を、DEPTにはDept Chem 
Engn を記録するのが統一的である。
・Grad Sch Sc
　原文献xxxviiiの機関情報は、Department of Earth and 
Space Science, Graduate School of Science, 1-1 
Machikaneyama-cho, Toyonaka, Osaka 560-0043, 
Japanであり、大阪大学の表記はない。機関は大阪大
学 大 学 院 理 学 研 究 科 宇 宙 地 球 科 学 専 攻（The 
Department of Earth and Space Science, Graduate 
School of Science of Osaka University）であると、所
在地と部署から分かる。他に記載された例にならえば、
ORGにはOsaka Univ  を、DEPTにはGrad Sch Sciを
記録するのが統一的である。
・Dept Phys
　The Smithsonian/NASA Astrophysics Data System
によれば、文献xxxixの著者情報は判明するが、機関情報
は確認できなかった。しかし、SCIのZIP が3388570か
ら埼玉大学（Saitama University）であることが分かる。
他に記載された例にならえば、ORGにはSaitama Univ 
を、DEPTにはDept Physを記録するのが統一的であ
る。
・Waseda Res Inst Sci & Engn
　原文献xlの機関情報は、Waseda Research Institute 
for Science and Engineering, Okubo 3-4-1, Shinjuku, 
Tokyo 169-8555, Japanである。機関は早稲田大学理工
学術院総合研究所（Waseda Research Institute for 
Science and Engineering）である。他に記載された例
にならえば、ORGにはWaseda Univ を、DEPTには
Waseda Res Inst Sci & Engn を記録するのが統一的で
ある。

（8）所在地の記録
　大学名称に所在地が記録されたORG、機関情報とそ
の状況を示す。
・Sakyo Ku
　RSC PublishingのJournal Homeによれば、文献xliの
機関情報は、Kitashirakawa, Sakyo-ku, Kyoto 606-8502, 
Japanであり、機関の名称が記載されていないが、所
在地と郵便番号から京都大学であることが分かる。
Sakyo Ku（左京区）は京都大学の所在地の情報であり、
これを名称とした誤りである。ORGはKyoto Univと記
録するのが適切である。
・2-12-1 Ohokayama
　World ScientificのHomeによれば、文献xliiの機関情報は、
2-12-1, Ohokayama, Meguro, Tokyo 152-8551, Japanで
ある。機関は所在地と郵便番号から東京工業大学
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（Tokyo Institute of Technology）と分かるが、機関の
名称が欠落している。2-12-1 Ohokayama は東京工業大
学の所在地の情報であるが、これを機関の名称とした
誤りである。ORGはTokyo Inst Technolと記録するの
が適切である。
・2-1-1 Katahira Aobaku
　RSC PublishingのJournal Homeによれば、文献xliii機
関情報は、980-8577, 2-1-1 Katahira Aobaku, Sendai, 
Japanであり、機関の名称が記載されていないが、所
在地と郵便暗号から東北大学（Tohoku University）と
わかる。ORGはTohoku Univと記録するのが適切であ
る。
・Aoba 6-6-11-606,Aoba Ku
　原文献xlivの機関情報は、Department of Biomolecular 
Engineering, Graduate School of Engineering, Tohoku 
University, Sendai 980-8579, Japanである。機関は東北
大学（Tohoku University）である。ところが、別に連
絡用アドレスとしてAoba 6-6-11-606, Aoba-ku, Sendai 
980-8579, Japanが記されている。名称として連絡用ア
ドレスがORGに記された。SCIには同文献の機関名称
として、既にTohoku Univが記されているので、Aoba 
6-6-11-606,Aoba Kuは不要である。

（9）略称の混在
　大学名称と略称が混在して記録されたORG、機関情
報とその状況を示す。
・Grad Univ Adv Studies SOKENDAI
　原文献xlvの機関情報は、School of Mathematical and 
Physical Science, The Graduate University for 
Advanced Studies（SOKENDAI ）, Hayama, 
Kanagawa 240-0193, Japan.他、である。機関は総合研
究 大 学 院 大 学（The Graduate University for 
Advanced Studies）であるが、略称の"ソウケンダイ"
の括弧が取られたため、機関名が重複した記録となる。
記載された他の例にならえば、ORGはGrad Univ Adv 
Studiesと記録するのが適切である。
・Grad Univ Adv Studies Sokendai
　EDP Scienceに よ れ ば、 文 献xlviの 機 関 情 報 は、
Department of Astronomical Science, School of 
Physical Science, The Graduate University for 
Advanced Studies（Sokendai）, 2-21-1 Osawa, Mitaka, 
Tokyo 181-8588, Japan他である。機関は総合研究大学
院 大 学（The Graduate University for Advanced 
Studies）	であるが、略称の"ソウケンダイ"の括弧が取
られたため、機関名が重複した記録となる。記載され
た他の例にならえば、ORGはGrad Univ Adv Studies
と記録するのが適切である。
・Tokyo Univ Agr & Technol TAT

　RSC PublishingのJournal Homeによれば、文献xlviiの
機関情報は、Department of Applied Chemistry,Tokyo 
University of Agriculture and Technology（TAT）, 
2-24-16, Nakacho, Koganei, Tokyo 184-8588, Japanであ
る。 機 関 は 東 京 農 工 大 学（Tokyo University of 
Agriculture and Technology ）であるが、略語の括弧
が取られたため、機関名が重複した記録となる。ORG
はTokyo Univ Agr & Technolと記録するのが適切で
ある。

（10）単語の欠落と略語の混在
　大学名称に用いられている単語が欠落し、かつ略称
が混在して記録されたORG、機関情報とその状況を示
す。
・Univ Adv Studies Sokendai
　 原 文 献xlviiiの 機 関 情 報 は、Department of 
Astronomical Science, Graduate University for 
Advanced Studies（Sokendai）, Shonan Village, 
Hayama, Kanagawa 240-0193, Japanである。機関は総
合研究大学院大学（The Graduate University for 
Advanced Studies）であるが、データベースの登録に
Gradが欠落した。ORGはGrad Univ Adv Studiesと記
録するのが適切である。

（11）単語の付加と略語の混在
　大学名称に異なる単語が付加され、かつ、略称が混
在して記録されたORG、機関情報とその状況を示す。
・Grad Univ Adv Study SOKENDAI
　原文献xlixの機関情報は、Division of Theoretical 
Astronomy, National Astronomical Observatory of 
Japan, 2–21–1 Osawa, Mitaka-shi, Tokyo 181–8588; and 
School of Physical Sciences, Graduate University of 
Advanced Study（SOKENDAI）である。機関は国立
天文台にある総合研究大学院大学（The Graduate 
University for Advanced Studies）であるが、文献に
Studyと記録し、略語のSOKENDAIも記録したためで
ある。ORGは、Grad Univ Adv Studiesと記録するの
が適切である。

（12）単語のつづりに誤りと単語の付加
　大学名称に用いられた単語のつづりの誤り、かつ、
異なる単語が付加されたORG、機関情報とその状況を
示す。
・Hioroshima Univ Higashi Hiroshima
　The Smithsonian/NASA Astrophysics Data System
によれば、文献lの著者著者情報は判明するが、機関情
報は確認できなかった。所在地から機関は広島大学

（Hiroshima University）であるが、Hiroshima にoが
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一文字多いHioroshimaを記録し、かつ、所在地もしく
はキャンパス名であるHigashi Hiroshima（東広島）を
誤って付記している。ORGはHiroshima Univと記録す
るのが適切である。

（13）略称の誤り
　大学名称の略語を誤って記録されたORG、機関情報
とその状況を示す。
・U Tokyo
　 原 文 献liの 機 関 情 報 は、IPMU, U-Tokyo 5-1-5 
Kashiwanoha, Kashiwa, Chiba 277-8568, Japanである。
機関は東京大学Kavli IPMU-カブリ数物連携宇宙研究
機構（Kavli Institute for the Physics and Mathematics 
of the Universe, The University of Tokyo）であるこ
とがわかり、nivを欠落し、U-Tokyoと記したためであ
る。ORGはUniv Tokyo、DEPTはInst Phys & Math 
Universeと記録するのが適切である。

（14）旧名称の使用
　大学名称の新名称ではなく、旧名称を記録された
ORG、機関情報とその状況を示す。
・Sci Univ Tokyo（9件）
　 東 京 理 科 大 学 の 現 在 の 英 語 表 記 は、Tokyo 
University of Scienceであり、ORGはTokyo Univ Sci
である。ところが、2000年までの英語表記はScience 
University of Tokyoであったため、現在も旧名称と新
名称が混在している。ここでは、2005年以降に刊行し
た文献を対象にしているのでORGは、Tokyo Univ Sci
と記録するのが適切である。

（15）日本語読みを英語に置き換え
　大学名称を日本語よみでそのまま記録されたORG、
機関情報とその状況を示す。
・Osaka Univ Educ
　原文献liiの機関情報は、School of Chemistry, Osaka 
University of Education , Asahigaoka 4-698-1, 
Kashiwara-shi, Osaka 582, Japanである。機関は大阪教
育大学（Osaka Kyoiku University）であるが、Kyoiku
をEducationに英語に、語順を英語にしたためである。
ORGは、Osaka Kyoiku Univと記録するのが適切であ
る。

3．2国名の誤記
　日本以外の大学の国名を日本としたORG、機関情報
とその状況を示す。
・Linkoping Univ
　ACS Publicationsによれば、文献liiiの機関情報が、
Biomolecular and Organic Electronics , IFM, 

Linköpings University, SE-581 83 Linköping, Sweden
　若しくは、Institute for Materials Chemistry and 
Engineering, Kyushu University, 6-1 Kasuga Koen, 
Kasuga, Fukuoka 816-8580, Japanである。
COUNTRYがJapan、CITYがFukuokaならば九州大学

（Kyushu University ） で あ る。 逆 に、Linköping 
UniversityならCOUNTRYはSwedenとすべきであり大
学と国・都市が交差している。COUNTRYがJapanな
らば、ORGはKyushu Univと記録するのが適切である。
・Natl Formosa Univ
　ORGの正しいが、COUNTRYがTaiwanである。
COUNTRYがJapanと あ る が、ElsevierのScience 
Directに よ れ ば、 文 献livの 機 関 情 報 はInstitute of 
Mechanical and Electromechanical Engineering, 
National Formosa University, Yunlin 632, Taiwanであ
る。よって、国は台湾（Taiwan）とすべきである。
・Natl Taiwan Sci & Technol
　ACS Publicationsによれば、文献lvの機関情報は、
Department of Chemical Engineering, National 
Taiwan University of Science and Technology, Taipei, 
106 Taiwanで あ る。COUNTRYにJapan、CITYに
Tokyoとあるが、臺灣科技大學（National Taiwan 
University of Science and Technology）である。国が
台湾、都市が台北なので、ORGにはNatl Taiwan Sci & 
Technolを、COUNTRYに はTaiwanを、CITYに は
Taipeiを記録するのが適切である。
・St Cloud State Univ
　 原 文 献lviの 機 関 情 報 は、Business Computer 
Research Laboratory, St. Cloud State University, 2nd 
Floor, General Office Area, BB-252, 720 Fourth 
Avenue South, St Cloud, MN 56301-4498である。機関
は セ ン ト ク ラ ウ ド 州 立 大 学（St. Cloud State 
University）であるので、国、州、都市が異なる。
ORGはSt Cloud State Univのままで、COUNTRYは
JapanからUSAに、STATEは空白からMNに、CITY
はOsakaからSt Cloudに変更するのが適切である。

3．3表記の混在
大学名称に略語と頭字語が混在して記録されたORG、
機関情報とその状況を示す。
・Japan Adv Inst Sci & Technol とJAIST
　北陸先端科学技術大学院大学は、英語略語のJapan 
Adv Inst Sci & Technolもしくは、英語頭字語の
JAISTをORGに記録している。どちらも誤りではない
が、統一されていない。

4．考察

　著者である研究者が所属する機関が大学であるとき、
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典拠情報と異なる内容がデータベースに記録された原
因について考察する。大学の名称の誤記は、おおむね、
情報が生成される順に、3つの段階で発生する。

①著者：多様な表記で著者が文献を執筆する段階
②出版者：文献を受理した学会などが雑誌に編集・

掲載する段階
③データベース提供機関：雑誌に掲載された文献を

提供機関がデータベースに記録する段階
　①を確認するには、出版前の原稿、②を確認するには、
電子ジャーナルを含め刊行された雑誌そのもの、およ
び、出版者が発信するウエブサイトの情報、③を確認
するには、本研究で用いたSCIのORGに記録された情
報である。
　まず、③から遡り、誤記の発生段階を分析する。②
で誤記された内容は、③において修正されない限り、
データベースには誤記がそのまま記録される。②の正
誤の判断を③がすることは、世界の研究機関の名称に
関して精通していることが必要となり、困難である。
よって、誤記の内容であっても、②と③が一致したと
きは、③の誤記とは見なさない。①の誤記を確認する
ことは、出版社前の原稿を確認できないので困難であ
る。ここでは、3．1名称の誤記（1）から（15）につい
て、②と③についてのみ、識別を試みる。

4．1著者・出版者の段階
　著者が文献を執筆した段階、若しくは、出版者が雑
誌に編集・掲載した段階と考えられる41件を示す。

表1　著者・出版者の段階
正規大学名称 ② ③

（1） Hokkai-Gakuen 
University

Hokkai-Gaukuen 
University

Hokkai Gaukuen Univ

（1） Kogakuin University Kougakuin University Kougakuin Univ
（1） Sophia University Shophia University Shophia Univ
（1） Tokyo Institute of 

Technology
Tokio Institute of 

Technology
Tokio Inst Technol

（2） Shizuoka University University of Shizuoka Univ Shizuoka
（2） Shizuoka University University of Shizuoka Univ Shizuoka
（2） Shizuoka University University of Shizuoka Univ Shizuoka
（2） Shizuoka University University of Shizuoka Univ Shizuoka
（2） Shizuoka University University of Shizuoka Univ Shizuoka
（2） Shizuoka University University of Shizuoka Univ Shizuoka
（3） Japan Advanced 

Institute of Science and 
Technology

***** Advanced Institute 
of Science and 
Technology

***** Adv Inst Sci & 
Technol

（3） Tokyo Institute of 
Technology

Tokyo and Institute of 
Technology

***** Inst Technol

（3） Tokyo Institute of 
Technology

Tokyo **** Tech Tokyo **** Tech

（3） Tokyo Metropolitan 
College of Aeronautical 

Engineering

Tokyo Metropolitan 
College of Aeronautics 

***********

Tokyo Metropolitan 
Coll Aeronaut ***

（4） Kinki University Kinki University-
Kyushu

Kinki Univ Kyushu

（5） The Graduate 
University for 

Advanced Studies

Graduate University for 
Advanced Study

Grad Univ Adv Study

（5） The Graduate 
University for 

Advanced Studies

Graduate University for 
Advanced Study

Grad Univ Adv Study

（5） The Graduate 
University for 

Advanced Studies

Graduate University of 
Advanced Science

Grad Univ Adv Sci

（7） Nagoya Institute of 
Technology

Graduate School of 
Engineering

Grad Sch Engn

（7） Osaka University Graduate School of 
Science

Grad Sch Sc

（7） Waseda University Waseda Research 
Institute for Science 

and Engineering

Waseda Res Inst Sci & 
Engn

（8） Kyoto University 無 Sakyo Ku
（8） Tokyo Institute of 

Technology
無 2-12-1 Ohokayama

（8） Tohoku University 無 2-1-1 Katahira Aobaku
（8） Tohoku University 無 Aoba 6-6-11-606,Aoba 

Ku
（9） The Graduate 

University for 
Advanced Studies

The Graduate 
University for 

Advanced Studies
（SOKENDAI ）

Grad Univ Adv Studies 
SOKENDAI

（9） The Graduate 
University for 

Advanced Studies

The Graduate 
University for 

Advanced Studies
（Sokendai）

Grad Univ Adv Studies 
Sokendai

（9） Tokyo University of 
Agriculture and 

Technology

Tokyo University of 
Agriculture and 

Technology（TAT）

Tokyo Univ Agr & 
Technol TAT

（10） The Graduate 
University for 

Advanced Studies

Graduate University for 
Advanced Studies

（Sokendai）

Univ Adv Studies 
Sokendai

（11） The Graduate 
University for 

Advanced Studies

Graduate University of 
Advanced Study
（SOKENDAI）

Grad Univ Adv Study 
SOKENDAI

（13） The University of 
Tokyo

U-Tokyo U Tokyo

（14） Tokyo University of 
Science

Science University of 
Tokyo

Sci Univ Tokyo（9件）

（15） Osaka Kyoiku 
University

Osaka University of 
Education

Osaka Univ Educ

[ゴシックが誤記個所、無：記載なし、*：欠落語]

4．2著者・出版者の段階
　データベース提供機関が記録した段階と考えられる
15件文献を示す。

表2　データベース提供機関の段階
正規大学名称 ② ③

（1） Osaka Sangyo 
University

Osaka Sangyo 
University

Osaka Samgyo Univ

（1） Kansai Universit Kansai University Konsai Univ

引用索引データベースにおける著者所属機関の誤記載の研究
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（1） Ibaraki Prefectural 
University of Health 

Sciences

Ibaraki Prefectural 
University of Health 

Sciences

Ibraki Prefectural 
Univ Hlth Sci

（1） The University of 
Tokyo

The University of 
Tokyo

Univ Tokvo

（2） University of 
Yamanashi

University of 
Yamanashi,

Yamanashi Univ

（3） Yamanashi Gakuin 
University

Yamanashi Gakuin 
University

Yamanashi ****** 
Univ

（4） Hiroshima 
University

Hiroshima 
University

Hiroshima Univ 
Higashihiroshima

（4） Kansai University Kansai University Kansai Univ Suita
（4） Kyoto University Kyoto University Kyoto Univ A1 326
（4） Kyoto University Kyoto University Kyoto Univ Katsura
（4）Kyushu University Kyushu University Kyushu Univ 87
（4） Toyohashi 

University of 
Technology

Toyohashi 
University of 
Technology

Toyohashi Univ 
Technol Elect & 

Elect Engn
（5） Nippon Medical 

School
Nippon Medical 

School
Nippon Med Coll

（6） Hokkai-Gakuen 
University

Hokkai-Gakuen 
University

Hokkai*Gakuen Univ

（7） Iwate University Iwate University Dept Chem Engn
[ゴシックが誤記個所、　*：欠落語]

4．3未確認
　原文献をウエブで確認できないため、段階を判断で
きない2件を示す。

表3　段階不明
正規大学名称 ② ③

（7） Saitama University 未確認 Dept Phys
（12）Hiroshima University 未確認 Hioroshima Univ 

Higashi Hiroshima
[ゴシックが誤記個所、未確認:機関情報未確認]

4．4段階別誤記比率
　著者・出版者、データベース提供者の誤記の比率を
示す。

　誤記の71%は著者・出版者の段階で発生し、26%が
データベース提供者の段階で発生した。著者・出版者
の誤記は、誤記のままデータベース提供者で記録され
ていた。

4．5原因別誤記頻度
　誤記が発生した段階別に件数を比較する。
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図 1　段階別誤記発生の比率

　著者・出版者の誤記が最も多いのは、（14）の旧名
称の表記である。名称を変更して5年が経過しても、旧
名称を表記する研究者が多い。新名称が研究者に浸透
するにはかなりの歳月が必要であることが分かる。次
に多いのは（2）語順の誤りである。一般的に、日本
語と英語では語順が変わる。しかし、日本語順の英語
表記であることが一因である。逆に、データベース提
供者の誤記が最も多いのは、（4）単語の付加である。
機関名称の直後にスペースを挟み、住所・部署が表記
されることが一因である。両者とも多いのは、（1）つ
づりの誤りである。多くは日本語の固有名詞につづり
の誤りである。著者のつづりの誤りは、日本語の英語
表記で母音の直後のuを省略せずに表記することや英
単語のスペルミスが一因である。海外の出版者とデー
タベース提供者では、日本語に精通していないことが
多く、つづりの誤りに気がつかないことが一因である。

5．結論

　本研究では、大学名称の誤記が58件、国名の誤記入
が4件について原因を考察した。国名が日本である文献
が16,482件なので、誤記率は0.35%、0.2%と極めて少な
いが零ではない。文献をデータベースで検索したとき、
誤記であると探せないことも考えられる。今回は国名
が日本である文献を対象にしたので、海外の大学が見
つかったが、逆に、国名が日本以外のなかに、日本の
大学が存在することも考えられる。

図 2　原因別誤記発生の頻度
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　日本の固有名詞は海外の出版者やデータベース提供
者にとっては、慣れない単語であることが、大きな原
因であろう。各段階による誤記の原因別の傾向の詳細
が分かった。これらの傾向を踏まえ、文献の情報をデー
タベースに記録する際は、誤記を防止する対策の一助
になれば、幸甚である。
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